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慢性 複雑性尿路感染症に対す るDL-8280の 使用経験

山本泰秀 ・佐藤和夫

川崎市立川崎病院泌尿器科

宮崎亮之助

同 中央検査科

新合成抗菌剤DL-8280を 慢性複雑性尿路感 染症29例 に使用 し,臨 床効 果を検討 した。

症例は男性21例,女 性8例 の計29例 で,年 齢 は22～82歳 であ った。投 与方法 は1日600mg分3

とし,5日 間連続投与 とした。

臨床効果 は,UTI薬 効評価基準(第 二版)判 定および主治 医判定で,そ れ ぞれ72%,62%の 有効 率

であった。 また,尿 中分離菌 では37株 中33株 が除菌 され,89%の 除菌率 を 示 した。 自他覚的副作用

は皆無 であった。

DL-8280はpyridone-carboxylic acid誘 導体 の 一種 であ

り,第 一製薬研究所で開 発され,そ の分子式はC18H20FN3O4で

Fig. 1の 化学構造式を有 してい る。その特徴 はbenzoxazine環

を有 し,9位 にfluorine 10位 にmethylpyperadineが 置 換

していることにある。

同系薬剤であるNalidixic acid(NA),Piromidic acid(PA),

Pipemidic acid(PPA),Norfloxacin(NFLX)に 比 し,幅 広

い抗菌 スペ ク トラムを有 し,グ ラム陰性桿菌のみな らず,グ ラ

ム陽性球菌,偏 性嫌気性菌に対 しても 強い抗菌力 と殺 菌力を示

すことが特徴であ る。 また,本 剤は,経 口投与後2～3時 間で

血中濃度が最高値 を示 し,24時 間後 までに約80%以 上が未変化

体で尿中に排泄 される と報告 されてい る1)。

今回われわれは 本剤を慢性複雑性尿路感染症に 使用する機 会

を得たので報告する。

Fig. 1 Chemical Structure of DL-8280

I. 投与対象,方 法お よび効果判定

対象患者は昭和57年2月 上旬 よ り8月 上旬 ま で の6

ヵ月間に当科 へ入院 または通院 した慢性複雑性尿路感 染

症の29例 で,男 性21例,女 性8例,年 齢 は22～82歳

である。疾患別 では慢性膀胱炎24例,慢 性 腎盂 腎 炎5

例であり,基 礎疾患では前立腺肥大症11例 をは じ め と

し,膀 胱腫瘍8例,腎 結石3例,神 経因性膀胱3例,水

腎症,膀 胱周囲膿瘍,尿 道狭窄,子 宮癌各1例 である。

投与方法は全例 とも600mg分3,5日 間連続投与 とし

た。臨床効果は,UTI薬 効評価基準(第 二版)2)判 定 に

加 え,主 治医判定 として,著 効,有 効,や や有効,無 効

の4段 階 に判定 した(Table 1)。

II. 成 績

主治医判定では著効10例,有 効8例,や や有効6例,

無効5例 で62%の 有効率 であったが,UTI薬 効 評価 基

準判定 ではTable 2に 示 すご とく,著 効10例,有 効11

例,無 効8例 で72%の 有効率 であった。

疾患別 にみ ると慢性 腎盂腎 炎では,著 効3例,有 効1

例 で100%の 有効率 であるが,慢 性膀胱炎 で は 著 効7

例,有 効9例,無 効8例 と67%の 有効率 であった。

膿尿に関 しては,正 常化12例,改 善4例,不 変13例

でやや不満な結果 を得 た。

群別効果ではTable 3に 示す ごとく,単 独感染群,混

合感染群それぞれ71%,75%と ほぼ同程 度の効果 で あ

った。特に,上 部尿路感染症G-3群 では著効3例,有

効1例 と好結果 であ り,混 合感 染非カテーテル留置G-

6群 とともに100%の 有効率を示 した。 また,カ テー テ

ル留置群G-1群,G-5群 ではいずれ も50%と 低い有効

率で難治性 を示 して いた。

III. 細菌学 的効果 とMIC

細 菌学的 には陰性化20例,菌 交代5例,不 変4例 で

あった。 これ ら29例 よ り分離 した起 炎菌はP. aerugi-

nosa 8株,E. coli 5株,S. epidrmidis, S. faecalis各4株,

S. marcescens 3株 をは じめ とし,Table 4に 示す ごと く

37株 であ り,33株 が除菌 され,除 菌率 は89%に 達 した。

存続 した4株 は,P. aeruginosa, S. marcesoens各2株 で

あった。P. aeruginosaに ついては8株 中6株 が除菌 さ

れ,そ のMICは5株 が3.13μg/ml,1株 が6.25μg/

mlで あ り,存 続 した2株 のMICは3.13μg/ml,400μg/
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Table 2 Overall clinical efficacy of DL-8280 in complicated UTI

Table 3 Overall clinical efficacy of DL-8280 classified by type of infection

Table 4 Bacteriological response to DL-8280 in complicated UTI
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Table 6 Strains appearing after DL-8280

treatment in complicated UTI

mlで あった。S. marcescensで は3株 中2株 が存統 し,

MICは2株 とも50μg/mlで あ り,カ テーテル留置群で

あった。 また,除 菌 され た1株 のMICも50μg/mlで

あったが,非 カテーテル留置群 であった。

除菌株33株 ではS.marcescensの1株 を除 き,す べ

ての株 のMICは6.25μg/ml以 下 に認 められた(Table

5)。

一方,投 与後出現菌 ではTable 6に 示す ごと く
,P.

aeruginosa 2株,S.marcescens, C. tropicalis, YLO各1

株 の計5株 が検 出された。

IV. 副 作 用

経 口投 与剤 であるため,消 化器症状 には留意 しつつ問

診 したが,運 動不十分な症例で も何ん らの症状 もなかっ

た。また,発 疹等 アレルギー症状 もな く,自 覚症状 は全

例皆無 であ り,5日 閥連 続投与可能 であった。

一方 ,血 液検査で も,基 礎疾患,年 齢を考慮 すれば,

異 常はない と思われる。なお,症 例No.10で は投与後 の

検査 ができず,症 例No.28で はGOT, GPTの 軽度上昇

を認 めたが,こ の症例は第2胸 椎腫瘍 で肝炎を合併して

い るた めのもの と考え られ る。本症例は入院直後より,

GOT184～26IU, GPT170～251Uを 上下していた症例

で あ り,本 剤 との関係 は まずない と考 え られ る(Table

7)。

V. 考 按

新 合成抗菌剤DL-8280を 慢性複雑性尿路感染症29例

に1日600mg,分3,連 統5日 間投与 し,著 効10例,

有効11例,無 効8例 で72%の 有効率であった.膿 尿に

対 しては正常化12例,改 善4例,不 変13例 であ り,細

菌学的には,陰 性 化20例,菌 交代5例,不 変4例 であ

った。起 炎菌に対 する効果 は,37株 中33株 が 除 薗 さ

れ,そ のMICも33株 が6.25μg/ml以 下であ り,満 足

すべき結果 であった。

本剤は経 口投与剤であ りなが ら,難 治性 の症例に非常

に有効率 の高い,期 待で きる薬剤 といえるであろう。

なお,こ の37株 のMICを 測定 し同系薬剤 と比較した

結果,NFLXと は ほぼ同程度,PPAよ りは5管,NAよ

りは5～6管 優れ ていることが判明 した。

副作用は予想 され た消化器症状,発 疹 もな く,血 液検

査で もほ とんど異常 を示 さなかった。

以上 の成績 よ りDL-8280は 副作用 もな く,経 口抗菌

剤 として,慢 性複雑性尿路感 染症 に治療上有用,か つ安

全 な薬剤 と考 えられ る.
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CLINICAL STUDIES ON DL-8280 IN CHRONIC

COMPLICATED URINARY TRACT INFECTIONS
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Clinical effect of DL-8280, a newly synthesized antimicrobial agent, was investigated
against 29 patients with chronic complicated urinary tract infection. The patients consisted of
21 males and 8 females and their age distributed between 22 to 82. The dose was 200 mg t.i.d.
and the duration of administration was 5 consecutive days.

Clinical efficacy rates evaluated by the criteria of UTT committee and by the judgement
of the doctor in charge were 72% and 62%, respectively. Thirty three out of 37 clinical
isolates from urine samples were eradicated and the eradication rate was 89%. No side effects
were observed.


